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2023年度（第42回）宮崎銀行ふるさと振興助成事業

～助成先決定！～
本年度助成先として宮崎県８先、鹿児島県２先が決定しました。

宮崎県

≪産業開発部門≫

❒セワインターナショナル合同会社　

　　　代表社員　ハビブ・ウル・ラハマン・ムハマド（小林市）

　『オーダーメイド電動車いすの開発・製造・販売』

≪地方創生（県産品・地域振興・文化芸術）部門≫

❒ベジエイト株式会社　代表取締役　重冨　保（都城市）

　『農地・農業者離れの中での営農活動による地域振興』

❒柳田酒造合名会社　代表社員　柳田　正（都城市）

　『新しい芋焼酎の開発に関する研究』

❒吉田産業株式会社　代表取締役　吉田　利生（日南市）

　『飫肥杉を用いた集成材加工商品普及と規格化』

≪ベンチャー企業部門≫

❒株式会社ビートコアジャパン　代表取締役　関本　彰（宮崎市）

　『体幹・バランストレーニングマシン「ビートコア」の開発・販売』

≪学術研究部門≫

❒宮崎大学　農学部　応用生物科学科　教授　山﨑　正夫（宮崎市）

　『宮崎県産ブルーベリー葉の健康機能性研究』

❒宮崎大学　バイオメカニクス研究チーム　代表　准教授　山子　剛（宮崎市）

　『ロコモを予防するロボットの開発と社会実装』

❒宮崎県畜産試験場　酪農飼料部　代表　副部長　廣津　美和（高原町）

　『国産子実トウモロコシの活用に向けた研究』
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鹿児島県

≪産業開発部門≫

❒マトヤ技研工業株式会社　代表取締役　益留　福一（曽於市）

  『オンリーワン・ナンバーワン食肉機械の開発』

≪地方創生（県産品・地域振興・文化芸術）部門≫

❒大和電機株式会社　代表取締役　岩﨑　健太（霧島市） 

  『カーボン・オフセットの取組み』

≪ベンチャー企業部門≫

❒該当ありません

宮崎銀行ふるさと振興助成事業について

当助成事業は、宮崎銀行が創立 50 周年（1982 年８月）を記念し、「財団法人宮崎銀行

ふるさと振興基金」として、地域産業の開発と振興に貢献することを目的に設立し、開始

されました。2011 年より当研究所で事業を引継ぎ、現在、宮崎県では、「産業開発部門」

「地方創生（県産品・地域振興・文化芸術）部門」「ベンチャー企業部門」「学術研究部門」

の４部門に対して助成を行っています。

また、2012 年度より宮崎銀行創立 80 周年記念事業の一環として、鹿児島県においても

同行にて、助成事業を開始。2014 年度より、当研究所が事業を引継ぎ、「産業開発部門」

「地方創生（県産品・地域振興・文化芸術）部門」「ベンチャー企業部門」の３部門に対し

て助成を行っています。

助成金額については、宮崎・鹿児島県ともに、各部門とも１先につき最高 100 万円を

限度として助成しています。

２０２２年度まで　累計　３６１先　３２０，２００，０００円

２０２３年度（本年度）　 　１０先　　　５，０００，０００円

　　　合　　計　　  　　３７１先　３２５，２００，０００円

助 成 実 績


